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IV　Bernhard　Bellingerベルリン自由大学教授（西独）
　　のアポイントメント・プログラム招請について
経営学部教授高橋俊夫
　B．ベリンガー教授は5月6日SAS機で成田に到着した。初めての来日
であり，夫入クリスタを同伴してであった。4月から9月までサバティカル
で夏ゼメスター休暇となり，この間にアメリカにも行く予定になっていた。
本学での国際交流委員会による招聰であり，18日まで12日間滞在した。
　まず予定した講演は，
　　5．月9日　10：00～12：00
（1）　ドィッにおける「システム」研究の現状
　　5月9日　17：30～19：00　日本大学経済学部
（2）西ドイッにおける銀行経営について
　　5月11日　14：00～16：00
③　システム研究
　　5月13日　10：00～12：00
（4）　ドイツ経営学の現状
　（1）（3）は院生，研究者中心に，②は他大学の研究者，それに銀行経営にたつさ
わる実務家の方々が多く参加して行われた。（4）は学生向けに行われたもので，
講義「ドイツ経営学」との関連で現状についての講演であった。この講演の内
容は「経営論集」の本年度刊行予定の3号に掲載される予定である。あまりふ
れられていなかった西ドイツの経営学部のカリキュラムにまで立ち入っている。
　②についても特に関心を示された日本の信用金庫とドイツの国民銀行ある
いは貯蓄金庫との関連で，その関連の雑誌で紹介される予定になっている。
　B．ベリンガー教授が初来日とあって，いくつかの工場を見学したいという
要望もあって，短い滞在期間にいくつかの工場等を視察することとなった。
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　　日本銀行　5月8日　午前中
　　セイエー電子工業株式会社　5月8日　午後
　　第一勧業銀行　本店・神田支店・有楽町支店　5月17日　午前中
　衆知のところであろうが，日本の社会科学はその成立時にヨー・ッパ，特
にドイツから多くの影響をうけている。経営学の場合とてそれは例外ではな
い。明治末期，未だ経営学，経営経済学という名称の確立していない時期か
ら，摂取・受容の歴史は始まった。大正15年，日本経営学会が設立される。
この時期に日本において初めて「経営経済学」という名称が使われ始める。
この時期も研究のレベルではドイツの強い影響の下にあった。昭和2年に本
学の商学部に「経営経済学」の講座が誕生する。その最初の担当者は増地
庸治郎であった。当時ドイツへ留学していた佐々木吉郎がこの講座を引き継
ぐことになる。その後佐々木吉郎が展開する経営学の研究はドイツを中心と
したものである。その一証左は著書「経営経済学の成立」　（昭和6年）にみ
ることができる。この研究は確立に至るまでの前史的研究を集大成したもの
であった。
　話しは長くなるが，こうした経緯もあって，昭和28年本学経営学部が創設
されるわけであるが，佐々木吉郎の影響もあって，ドイツ流の経営経済学を
モデルに，本学部のカ11キュラムも編まれたとみることができる。勿論，ド
イツ経営学とてかつてのその内容と今日のそれとが大きく変化してきている
ことは否めない。現状がどうなっているのか，その内容のどこに違いがあり，
よって何がその特徴をなしているのか，さらには，今日の国際化といわれる
時代にあって，われわれは今，外国の研究に何を学ぶか，何を問いかけるべ
きか，こうした今回の機会はそうした疑問に問いかける貴重な場であったと
思われる。
　講演者として訪れた研究者は多くをかぞえる。Hans　H6rschgen，
Gli’nter　Wδhe，スタッフ・セミナーで本学を訪つれ，講演して頂いた。し
かし，今回のようなショート・プログラムで訪れたのは最初であり，きわ
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めて有意義であったと思われる。
　同教授の現在の関心は企業評価に関するシステム研究で，それにかかわる
最近の研究成果を本学に恵贈して頂いた。この研究は国際比較を今後の課題
としている。このテーマについてしばしば議論するところとなった。まだ検
討を重ねることになると思われる。61年度，短期在外研究でベルリン自由大
学に滞在中，この研究のフォローをすることになろう。
　余談とすべきであろうが，同教授は西ドイツの60年代末の大学紛争の折，
きわめて苦労した経験をもっている。いわば，学生に追い回されて，眼の治
療もし，脚も痛めた。学生との間の距離をおくことに神経質になっていたこ
とは否めない。参加型の大学自治が行われているだけに複雑な心境は今とて
大きく変わっていないとみてよいだろう。小生のゼミナールの学生が同夫妻
の歓迎会を代々木のレストランで開催してくれた。その時の夫妻のうちとけ
た表情がきわめて印象的であった。学生が喜んでくれたこともうれしかった。
　有意義な，疲れるけれども，楽しい一時を過ごすことができたことに国
際交流委員会委員長以下の各委員に深く感謝したい。また職員の方々にも。
加えて会話等を勉強している職員の亀岡裕子氏（教職課程），鈴木恵子氏（図
書館）が助力してくれたこと感謝したい。国際化は，もう一つ男中心社会の
脱皮であることも一考していただきたい。
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